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参加者からの質問に答える講師の伊藤さん

薄切り肉を使った調理を
実践中

寄り合い処「田屋」視察

さまざまな想いが語られた和やかな会となりました
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曲げ試験の結果
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　食生活改善推進員は「私たちの健康は私たちの手で」を
スローガンに、自分や家族、地域の人たちが健康な毎日を
過ごせるように「食」を通した健康づくりにボランティアで取
り組んでいます。平成24年から男性会員の加入も認めら
れ、これまで男性会員２人を含む57人で活動していました。
　今年度新たな推進員を迎えるため、６年ぶりに育成教室
を開催しました。教室は、松江市在住の伊藤孝子さん（管理
栄養士）を講師に迎え、７月から12月まで全６回。今回は男性
４人を含む17人が参加しました。
　教室では、飯南町の平均寿命や健康寿命、課題である高
血圧、肥満、糖尿病の現状を説明。また栄養バランスのとれ
た食事や、野菜の摂取量を増やすための工夫など、食に関
する正しい情報や栄養の基礎知識の講話に加え、調理実習
も行いました。
　調理実習では、高齢期の食事で敬遠しがちな肉から摂れ
るたんぱく質を、高齢者が摂りやすくするための「薄切り肉
を使った調理方法」の紹介や、糖尿病予防の食事などの指

導もありました。参加者からは「自分の食事の振り返りがで
きてよかった」「もう少し早く学んでいたら病気にならなかっ
たかも」などの感想があり、改めて食の大切さを認識できる
機会になりました。

飯南町食生活改善推進員
育成教室を６年ぶりに開催
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住みよいまちへ集落実態調査を終え、
踏み出す赤名自治振興協議会
　昨年度赤名地区（連坦地）では、集落
実態調査を通して幅広い世代が集まり、
「10年後の赤名」についての話し合い
を３回重ねました。その中で「空き家を
交流の場に活用」などのアイデアが出
てきたほか、多くの人から「地域で一番
大切なことは『絆づくり』だ」という意見
が出てきました。

　そこで12月１日（日）、赤名自治振興
協議会は「小さな拠点づくり」の取り組
みを学ぶため、「地域の支え合い活動」
「古民家を利用した交流活動」に精力
的に取り組んでいる邑南町布施地区に
視察研修に行きました。当日は、協議会
の11人（女性4人）が参加し、布施地区
の取り組みの説明を受けた後、古民家
を視察。意見交換会では、サロンなどを
運営している女性チームの話に耳を傾
けていました。今回の視察研修が今後
の「支え合う赤名のまちづくり」に繋が
ると思っています。
　今年度「上赤名地区」「下赤名地
区」でも集落実態調査が行われました。

両地区でも「理想の地域像」について、
貴重な意見がたくさん出てきました。今
後の地域づくりのヒントになればと思っ
ています。これからも「踏み出す赤名地
域」のお手伝いをさせていただきますの
で、よろしくお願いします。

赤名地区集落支援員の
金藤です！

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

●中山間地域研究センター
　電話 0854-76-2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

県産コウヨウザンの
強度試験

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　コウヨウザンは中国原産のヒノキ科
の常緑針葉樹で、スギやヒノキの仲間
です。成長が早く、伐採後に切り株から
芽が出て成長することから、新たな造
林樹種として期待されています。当セ
ンターでは、このコウヨウザンの利用
に向けて、強度試験を行いました。
　試験には、浜田市に自生していたコ
ウヨウザン７本（平均樹齢36年）を使用し、
7本の正角（仕上げ寸法120㎜×120㎜×
2,500㎜）と12本の平角（仕上げ寸法120㎜
×210㎜×4,000㎜）を加工して、曲げ試験
を行いました。

　試験の結果、県産スギ（当センター試験
データ）と比べて、県産コウヨウザンは
材の変形しにくさを表す指標（曲げヤ
ング係数）に大きな差はありませんで
した。材を曲げて壊れるまでに木材内
部に生じる力の値（曲げ強度）は低い結
果となりましたが、これは節の位置や
材の腐り具合などの影響によるもので
した。
　県産コウヨウザンの強度性能は、構
造材として十分な性能があり、柱や梁
などへ利用可能と考えられます。しか
し、今回は一部の限られた調査結果の

ため、今後県内の他の場所で自生して
いるコウヨウザンの強度試験を引き続
き行い、利用に向けたデータを蓄積し
ていく予定です。
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